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• 情報と政治、情報化社会の政策広報研究・・・日本政治の情報化。データ・ジャーナリズムと制度、政治資金の透明化研究。

• 民主主義の普及過程研究・・・教育とメディアが民主主義の認知、社会的普及に与える影響の研究。歴史的側面と定量的分析。

• 無業社会研究・・・官民連携の就労支援の理論構築と政策提言。「新しい公共」アプローチの検証。

• 広報広聴のための組織とガバナンス研究・・・自治体、企業の体制とガバナンス、人材育成研究。

※ 研究群

• 1983年京都生まれ。慶應義塾大学総合政策学部卒業。同大学院政策・メディア研究科修士課程修了。同大学院政策・メディア研究科後期博士課程単位取得退学。2014年に慶應義塾
大学にて、博士（政策・メディア）取得。同大学院政策・メディア研究科助教（有期・研究奨励Ⅱ）、（独）中小機構経営支援情報センターリサーチャー、東洋大学、学習院大学、デジタルハ
リウッド大学大学院非常勤講師、立命館大大学院特別招聘准教授等を経て、2015年9月より東京工業大学大学マネジメントセンター准教授。2016年4月よりリベラルアーツ研究教育院
／環境・社会理工学院准教授。2018年より現職。

• 2017年度東工大挑戦的研究賞、社会情報学会2016年度優秀文献賞（『メディアと自民党』）、情報社会学会優秀論文賞（2014年5月、小野塚亮と共同受賞）
• 単著に『不寛容の本質』（経済界）、『マーケティング化する民主主義』（イースト・プレス）、『メディアと自民党』（角川書店）、『ネット選挙 解禁がもたらす日本社会の変容』（東洋経済新報

社）、「ネット選挙とデジタル・デモクラシー」（NHK出版）。 （共）編著・共著に『民主主義 〈一九四八‐五三〉中学・高校社会科教科書エッセンス復刻版』（幻冬舎）、『無業社会 働くことがで
きない若者たちの未来』（朝日新聞出版）、『「統治」を創造する』（春秋社）『大震災後の社会学』（講談社）ほか多数。

• 朝日新聞社「わたしの紙面批評」（2016年〜） Abema NEWS 12時〜「けやヒルズ」水曜日レギュラーコメンテータ。 TokyoMX「モーニングCROSS」コメンテータ他、企業、自治体、NPO等での
メディア、広報広聴関係等の実務にも携わる。
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■クール・ジャパンと「東京的質感」研究構想

■ 無業社会研究とネット選挙報道研究概略

■首都圏政令指定都市の広報広聴戦略組織と体制、ガバナンス戦略

※関係の皆様へ

■共同研究、受託研究、探索的研究等キーワード
• 情報発信、ロビイング、PR戦略と手法の探求、

各種広報。
• 東アジアのメディア動向の探求、調査
• ソフトパワー、「日本的質感」の探求

• 情報化戦略、ソーシャルメディア・ポリシー作
成

• 社会貢献活動、CSR、CSV、 NPOとの共同、自
治体との共同事業

※科研費を除く直近の主な実績は下記のとおりです。

• 2018年度三菱電機「アルツハイマー型認知症の診断装置
のビジネスモデル構築」（共同研究、研究代表者）．

• 2017年度JSPS「先導的人文学・社会科学研究推進事業」

「多文化共生デモクラシーの社会基盤設計」（共同研究、分
担参加）

• 2014年度総合研究開発機構「情報化の挑戦を受ける日本
に関する研究」（分担参加）．

• 毎日新聞・立命館大「インターネットと政治」共同研究（2013
年参院選、2014年東京都知事選、2014年衆院選）（共同研
究、受託研究、研究代表者）

• 2013年度 NPO法人育て上げネット「『若年無業者白書』作
成プロジェクト」（受託研究）（研究代表者）

■ 略歴
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